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〔問①〕今回、大分青年会議所に寄贈されたモザイクアートについて、次の（ ）にあては
まる適切な言葉や数字を記事中から探して書いてください。

このモザイクアートは、( エル・シャラフのオリーブ )というタイトルの作品で、
（ 地中海 ）沿岸に位置するチュニジアから寄贈された。樹齢約（ 2500 ）年
の現存する（ オリーブの木 ）を（ 石 ）を敷き詰めて描いた作品となってお
り、昨年の( 大阪・関西万博 )で展示され、チュニジアは閉幕後の( 恒久 )
的な保存先を探していた。

〔問②〕大分とチュニジアにはこれまでどんな接点があったでしょうか。記事を読んで書い
てください。

2002年のサッカーW杯日韓大会の際に、チュニジアの代表チームが大分県佐伯市でキャン
プを張った。また、チュニジアは、大分が発祥である一村一品運動に長年取り組んでおり、
昨年の万博でもこれに関連したフェアを開いた。

〔問③〕記事の中で、チュニジアのアハメッド・シャッフラ駐日特命全権大使は「文化交流
を通じて協力を深めたい」と話しています。今回の芸術作品の寄贈のような国境を越えた文
化交流が地域にもたらす影響は何でしょうか。あなたの考えを書いてください。

・地域住民の人たちが海外の国と自分が住む地域との結びつきを認識する機会となる。

・美術作品など形あるものによる交流事業をすることで、より記憶に残る形で絆を深められ
る。
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